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指摘された。しかしながらヴィシネグラツキーの四分音の用法の根本にある平均律的原理（ 超 半 音 階
ウルトラ・クロマティズム
主義）や、先行研究が存在しないと思われる高橋悠治《ローザスⅡ》の具体的な分析については、総じ
て評価されたといってよい。 
 スペクトル楽派についての言及がやや不十分であったのは、渋谷の創作法が非平均律的音程の水平的
利用を中心として垂直的関係を補完する作曲法であるため、前者と表面的に相反する原理と思われると
ころから生じたとも考えられよう。しかしながら自然倍音列における微分音の分析的再構成としてのス
ペクトル的作曲法が、単に垂直的原理であるというのはやや皮相な理解であろう。 
 また論文中の用語において、「非平均律的音程」と「微分音程」の区別が曖昧である等、作曲の実際と
理論的用語の使用が必ずしも一致しないと言った指摘からも推測できるように、演奏同様に伝習的な様
態を備えた「作曲」について、歴史的資産と今日性における相互の調整をはかる必要性を感じさせる。 
 しかしながら創作という実技系の実際的問題意識と、理論的探求という創作のもう一つの重要な観点
を両立させようとする意図とその努力の結果において、十分な成果をおさめたと判断し合格とする。 
